
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 発行：株式会社ワイズ 
 ワイズ公共データシステム(株) 

 

連絡先：TEL.0269-65-4710 FAX.0269-65-4745 
 [URL] http://www.wise.co.jp/ 

送信枚数 １枚 

＜ 越えられない壁？天からの贈り物？ 営業年数 ＞ 
 

「WISE FAXNET」は建設業業務支援ソフト「Wisdom（ウィズダム）」ユーザー様、ワイズ公共データシステム(株)に経営状況分析申請を頂いたお客様、又は資料のご請求

を頂きましたお客様及び研修会で名刺交換をさせていただきました皆様等に経審に関する最新情報、経審書類作成のワンポイントを紹介、月一回の発行となります。 

内容に関するお問い合わせ、バックナンバーの請求（99 年 2 月号～）は弊社までご連絡下さい。弊社ホームページよりバックナンバーのダウンロードができます（8 月号

は 8月 29 日より可能）。ログインＩＤは「1921」です。入力後、［ログイン］ボタンをクリックして下さい。 → ワイズホームページ http://www.wise.co.jp/ 

 

 

 

 

貴社名 

ご担当者様 ご役職・部署名 

TEL FAX 

今後メールでの送信をご希望される場合は下記にアドレスをご記入下さい。 

e-mail 

資料・デモをご希望の方は、下記にご連絡先をご記入下さい。ユーザー様で前回

登録時と変更のない場合には、貴社名とご担当者名、TEL のみをご記入下さい。 

FAX 送信はこちらまで ⇒ 0269-65-4745 

□Wisdom 資料請求（無償）   □Wisdom デモ CD希望（無償） 

□送信先宛名変更（右欄に変更後の宛名をご記入ください） 

□今後「Wise FAXNET」送信不要 □今後「Wise FAXNET」はメールで希望 

 

発行日 2008 年 8 月 29 日 

「どうしようもないですね。」経審の担当者はがっくり肩を落

としてつぶやきました。経審の改正で、自己資本額及び利益額評

点（X2）や経営状況（Y）で点数が落ちる中で、期待していたそ
の他の審査項目（社会性等）（W）の点数もあまり上がりません。
その原因は、営業年数にあるようです。W 点の最高点は 1,750
点ですが、監査の受審状況と研究開発の状況は、おもに大企業で

加点される項目ですので、中小の会社では 1,300点が最高点と考
えた方がよいようです。そして、そのうち建設業の営業年数は、

600点です。その割合（600点÷1,300点＝）はおよそ 46％です。
大きなシェアを持っています。ここで得点できないとこの指標で

の高得点は望めません。 
旧経審では、図 1のように営業年数（W3）は配点が 200点で、

P点（総合評定値）換算では、30点（200点×0.15）でした。そ
して、1年増えるごとに P点換算で 0.9点から 1.05点（最高 35
年以上で 30点）増えていました。新経審では、営業年数（W2）
は配点が 600点で、Ｐ点換算では 90点（600点×0.15）です。
実に 3倍になっています。そして、1年増えるごとにＰ点換算で
3点（最高 35年以上で 90点）増えます。 
建設業界での新興勢力に対しては、この「建設業の営業年数」

は大きな壁となって立ちはだかっています。例えば、建設業の営

業年数が 10年の会社は、営業年数（W2）は 10点、W点換算で
100 点、P 点換算で 15 点です。これに対し 35 年以上の会社は
60 点、W 点換算で 600 点、P 点換算で 90 点です。その差は P
点換算で 75点です。自己資本額及び利益額評点（X2）や経営状
況（Y）で点数が上げづらい状況の中でこの差は大きなものがあ
ります。「同じ土俵で競争しているのに･･･」との思いが残ります。 

ワイズ公共データシステム株式会社  ＜経営状況分析申請＞  受付中！！ 
詳しい資料請求はこちらまで ⇒ ■お電話＜026-232-1145＞ ■e-mail＜info@wise-pds.jp＞ 

 

 

旧Ｙ点 1,000 点以上の会社 平均点が 129 点から 360 点下落 

旧Ｙ点 800 点未満の会社 平均点が 10 点から 200 点程度上昇 
[参考]改正経審調査 2008/8/27 付 ワイズ HP ニュースより 

⇒ http://www.wise.co.jp/news/news2008082701.htm 
 

＜Ｙ点で業者間格差がつきにくくなる＞ 

もちろん、業歴の長い会社にとっては棚からぼた餅のような

ものです。建設業界で長く経営を維持してきたということは、

社会からの信頼を得て、社会に貢献したことの証であるとの考

えもありますが、これだけのご褒美をもらえばうれしくなりま

す。他の指標での点数の下落分をここで取り戻すことができま

す。大会社の方が業歴の長い会社が多いと思われますので、ど

ちらかと言えば大会社有利な配点でしょうが、中小の会社も同

じように配点されますので、小さくとも業歴の長い会社は P点

全体に占める営業年数の点数の割合が高くなりますので、特に

有利です。 

 「こんなことになるのなら、業歴の長い会社を買収して始め

ればよかった。」新興勢力の A社社長がつぶやきます。「この会
社をやめる時には、この業歴はお金になるかもしれない。」業歴

の長い B社の社長の夢はつきません。ともあれ、新しいルール
の下で正々堂々と競争してほしいものです。 
 

ＷＩＳＥＮＥＴ編集部  松  村      清（税理士） 

旧経審 営業年数(W3) 

最高点  35 年以上 W 点で 200 点 

最低点  5 年以下  W 点で  0 点 

新経審  営業年数(W2)  

最高点  35 年以上 W 点で 600 点 

最低点  5 年以下  W 点で  0 点 

改正後のＷ評点 点数 W1～6×10

Ｗ１：労働福祉の状況 45点 450点

Ｗ２：建設業の営業年数 60点 600点

Ｗ３：防災協定締結の有無 15点 150点

Ｗ４：法令遵守状況 -30点 -300点

Ｗ５：建設業の経理の状況（Ｗ51：20点＋Ｗ52：10点） 30点 300点

Ｗ６：研究開発の状況 25点 250点

合計（Ｗ４は、0点とする。） 175点 1,750点

監査の受審状況と研究開発の状況を除いた合計 130点 1,300点  

【表１】 

【図１】 

点数は 3倍に   


